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䐶䐴䐶䐺 年 䐼 月（第 䐶 版）                   製造販売届出番号 䐵䐸B䐶X䐵䐴䐴䐻䐻䐴䐴䐴䐴䐴䐺 
䐶䐴䐶䐸 年 䐼 月（第 䐵 版） 

医療用品 䐴䐸 整形用品 
一般的医療機器 救急絆創膏（䐷䐸䐼䐺䐸䐴䐴䐴） 

フォックスチェストシール 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【形状・構造及び原理】 
1. 外観 

1.1. 弁付き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

1.2. 弁無し 
               
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
2. 寸法 

型式 パッケージサイズ(cm) 本体サイズ(cm) 
弁付き 䐵䐺 x 䐵䐺 x 䐴.䐷 䐵䐷.䐷 x 䐵䐷 x 䐴.䐵 
弁無し 䐵䐺 x 䐵䐺 x 䐴.䐷 䐵䐷.䐷 x 䐵䐷 x 䐴.䐵 

3. 原材料 
部位 材質 

一方弁 ポリエチレン樹脂 
台座、弁無し ポリエチレン樹脂 

 
4. 枚数 

 
 
 

 
5. 原理 

本品は、緊張性気胸防止のために胸部に貼り付けて使用す
る。穿通創が考えられる場合でも、一方弁により空気の排
出ができ、外気の流入を防ぐ。 

 
【使用目的又は効果】 

身体の部位に用いる、接着剤を付した、プラスチック製等の
絆創膏を言う。傷の被覆及び保護、傷口の皮膚接合、身体の
創傷部位の支持等に用いる。 
 

【使用方法】 
1. 傷の周りの皮膚から汚れや液体を拭き取る。 
2. パッケージを開封し、本品を取り出す。 
3. タブをつかみ、透明なライナーを剥がして接着面を露出

させる。 
4. 接着面を下にして、傷の中央に貼り付ける。 
5. 傷病者の評価を継続し、本品の動作を監視する。 
6. 必要な場合はタブを使用して空気を排出し、再度密閉する。 
 

【使用上の注意】 
〈重要な基本的注意〉 

1. 救急訓練を受けた緊急対応者のみが使用すること。 
2. 包装に破損、汚染等の異常がある場合は使用しないこ

と。 
3. 本品の上から脱気針を刺さないこと。 
4. 衣服のボタン等、突起物がある部位への貼付は避けるこ

と。 
5. 他のチェストシールと同様に、使用中は負傷者の状態及

び緊張性気胸の兆候を継続監視すること。 
6. 緊張性気胸の症状が現れた場合は直ちに対処し、通気の

ために本品の端を短時間剥がす、又は脱気針による胸腔
脱気を行うこと。 

 
 
 

型式 䐵 包装あたりの入数(枚) 
弁付き 䐵 
弁無し 䐶 

【警告】 
1. プレホスピタル（病院前救護）における緊張性気胸の

発生予防を目的として使用すること。［本品は応急処
置用の救急絆創膏であり、根本的な治療を行うもので
はないため。］ 

2. 負傷者の体重、衣服、毛布等によって、本品（特に通
気弁部分）が塞がれる位置に貼付・固定しないこと。
［通気機能が阻害され、致死的な緊張性気胸を誘発、
又は悪化させるおそれがあるため。］ 

【禁忌・禁止】 
1. 再使用禁止 
2. 再滅菌禁止 

パッケージ 本体 一方弁 
(逆止弁) 

通気孔 

タブ 

パッケージ 本体 

タブ 

再使用禁止 
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【保管方法及び有効期間等】 
1. 保管方法 

水濡れに注意して、直射日光及び高温多湿をさけて常温
で保管すること。 

2. 有効期限 
ガンマ線滅菌 製造後 䐹 年（外装に記載） 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

1. 製造販売業者 
株式会社オーストリッチインターナショナル 
神奈川県横浜市港北区新横浜一丁目 䐵䐸 番地 䐶䐴 
電話：䐴䐸 -䐸䐻䐴-䐽䐴䐸䐵（代）  FAX：䐴䐸䐹-䐸䐻䐴-䐽䐴䐸䐷 

2. 製造業者 
MedTrade Products Limited.（英国） 

 


